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電気を使う機器の仕NIHみを調べよう

２年組番氏埖

～はじめに～オリエンテーション＜今年度の学習予定＞
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現在、暮らしで使う電気製品のほとんどはマイコンでコントロールされている。
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電気回路について

機器の牢で､竈流の流れる道…鱗回路または回践といい鬘す。
電気回鴎は圏源、負荷、雪纏の部分で樅成され､必要に乗じてｽｲｯﾁなど
電流の流れを制御する部分が組み込まれています。また、電気回路は図記号を用いて簡単な図

に表すことができ､これを回路図といいます｡図記号はＪＩＳなどで定められています。
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電気回路の構成

実体図 〆藝鏡構成
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有賀　大
ノート
技術室の使い方について確認。（1年生の時に話したことを再確認）。機械をいじって他の人に怪我をさせたら一生の重荷になる。身支度と遅刻は態度として評価にひびく。

有賀　大
ノート
今年度の履修形態の確認。実際には、席替えをして座席表を書かせる。この席では8回ほどしか授業しない。ハンダごては500℃くらいになるので注意。（一般的にみんな右利きなので左の人が信用できないと危ないよ）

有賀　大
ノート
昔は中学校へ上がってきたときに、マウスやキーボードの使い方を指導したが、今の君たちには必要なくなってきている。そこで高度な学習が可能となった。

有賀　大
ノート
今現在、私たちの周りにある電化製品はほとんどマイコン制御。車でさえ、昔はアクセルの先にワイヤーがつながっていてエンジンへ燃料を吹き込む装置（キャブレター）を操作したが、今はただのスイッチで、そのときの温度や酸素量などを計測して、マイコン制御で燃料を電磁ポンプから噴射している。

有賀　大
ノート
今はＬＥＤを照明に使っている場面に出会うことが多くなってきたが、これは最近のこと。1993年に日本のメーカー（日亜化学）に勤めていた中村修二さんという人が青色の発光ダイオードを開発してから広まってきた。白色は黄色に青を混ぜて作り出している。白熱電球など、光が欲しいはずなのに手では触れないほど熱くなる。これは照明器具にとっては良くないこと。ＬＥＤはほとんど熱くならないし、フィラメントなどがないので切れることもなく、寿命も格段に長い。この頃は、いろいろな種類のＬＥＤが開発されて使われている。更に明るいもの、いろいろな色など。ちなみに中村さんは自分が発明したものなので、給料だけじゃ物足りないと会社と訴訟を起こした。裁判の結果600億円の価値があることが認められ、実際には和解金として5億円ほど受け取った。現在はアメリカの大学で教授をしながら、新しいＬＥＤを開発している。

有賀　大
ノート
日本の製品はこの規格にのっとって製作されているので、ナショナルの蛍光灯に日立の蛍光管を取り付けても使うことができる。100円ショップの製品にはついていない。

有賀　大
ノート
何気なく見えるが、豆電球の場合は、このネジ部と、底の出っ張りに接続することが、構造を理解しているかどうかの分かれ目で大切なこと。

有賀　大
ノート
電気が仕事をするために必要なもの。実際にはスイッチを入れるが、それは本来なくても、仕事をするかどうかには関係ない。大事なのは電源から出て行った電気がまた電源に戻ってくること。どこか一カ所でも切れたら、全部に流れない。（余裕があれば、ここでみんな手をつないで感電実験を）

有賀　大
ノート
日本人が世界を席巻している発明をしたことはこだわってみたい。

有賀　大
ノート
悪いけど今日は話が長いよ。といって授業を始めますが、やっぱり次の日の生活記録にはおもしろかったけど先生の話が長かったと・・・・



有賀　大
ノート
まず、私たちの生活で広く使われている電気だが、今日はつきあっていく上で電気についてもう一度理解を深めたい。（わりと知らずに使っているのが現状）

有賀　大
ノート
当然、電気についての製品なのでいちいち電気○○と付けなくてもいいかなと確認。

有賀　大
ノート
光を出したいのに、熱なんかが出てしまうのは使いにくい。

有賀　大
ノート
あまり考えないが、モーターってとても強力。Ｆ１とかあるのでエンジンのイメージも強いが、何百トンもある新幹線を時速３００キロで走らせることができるのはモーター。更に、リニアモーターなどすごいのもある。

有賀　大
ノート
その他としたが、実際には上の３つを組み合わせているものも多い。（パソコンはまた別だが）例えば、テレビなどは光と音（これは空気を動かす力）だが、私たちにとっては情報として利用しているのでその他に分類した。

有賀　大
ノート
ここは、意外と出せないはず。同じ仕事をさせるのに、他の方法があることを思い出させると想像できる。例えば列車について、蒸気機関車と比べると？あるいは掃除機や洗濯機にエンジンを使ったものがないのはなぜ？もしもエンジンで動く掃除機があったらどうなる？生徒は「便利」などと答えるが、どこがなぜ便利なのかとつっこんで、比較や具体的な恩恵からキーワードを拾って答えさせたい。

有賀　大
ノート
電気でしかできないパソコンなどの技術もある。

有賀　大
ノート
オール電化とか宣伝しているが、あのＣＭも注意して聞くと、基本料金がまとまるとしか言っていない。家庭でまだガスコンロや石油ストーブがあるのはそっちの方が安いから。

有賀　大
ノート
電気はほぼ光のスピードで移動するので、今ここで光っている蛍光灯は、どこかの発電所で今作っているもの。全世帯に電線を張り巡らせるシステムを実現しているのはすごいことだが、停電したからと言って私たちが直すことはできない。意外ともろい中で暮らしている。（戦争などあればまず発電所をつぶす）

有賀　大
ノート
これが生徒からでたら、大いに驚いて誉めてやりたい。自分たちの身の回りだけ見ていれば言いように思うが、発電しているところでは大きな公害となっている。チェルノブイリの話、有限な石油の話など。太陽光発電なども開発しているがまだ実用的ではない。

有賀　大
ノート
実際には何段階かの変電所を経ている。

有賀　大
ノート
先ほどの欠点をもう一度認識。この部分を理解し電気を利用していくということが今日の授業で一番大切なこと。

有賀　大
ノート
熱を出すだけなら、上のラインを通らず直接持ってくる方が当然コストは安い。


